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共同募金は、この広報紙発行にも役立てられております。
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北
九
州
市
制
50
周
年
記
念
事
業
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾

る
「
北
九
州
マ
ラ
ソ
ン
」
が
２
月
９
日
（
日
）
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
会
で
は
、
早
朝
、
小
倉
駅
北
口
に
集
結

し
、
手
作
り
の
横
断
幕
や
幟
を
手
に
コ
ー
ス
沿
道
か
ら

ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
校
区
に
お
い

て
も
、
地
域
で
の
応
援
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
大

会
を
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
時
折
、
小
雨
が
降
り

厳
し
い
寒
さ
で
し
た
が
、
自
治
連
合
会
員
が
一
体
と
な

っ
て
、
温
か
い
声
援
を
ラ
ン
ナ
ー
に
送
り
大
会
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

4月1日から、4月28日まで小倉北区役所１階ロビーにて、

「自治会加入促進キャンペーン」
を実施、自治会の PR や、加入
の呼びかけを行っています。

＂今
年
も
ご
支
援
、
ご
協
力
を
！＂

五
月
は「
赤
十
字
運
動
強
調
月
間
」で
す

　
皆
さ
ま
に
は
、
赤
十
字
事
業
の
推

進
に
格
別
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま

し
て
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
国
内
外
の

災
害
救
護
活
動
を
は
じ
め
、
血
液
事

業
や
社
会
福
祉
事
業
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
活
動
資
金
と
な
る
社
資
の
、

募
集
を
本
年
も
五
月
の
「
赤
十
字
運

動
強
調
月
間
」
を
校
区
・
町
内
会
を

通
じ
て
行
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
せ
は
、
小
倉
北
区
役
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
課
（
５
８
２

−

３
３
３
７
へ
）

赤い羽根募金は、県内の福祉施設等や小倉北区社会福祉協議会を通じ、
各校区の福祉活動や地域の行事、福祉団体等の活動に活用されています。
歳末たすけあい募金は、見舞金、区内の社会福祉活動、主として、校区
社協の活動費、青少年の健全育成事業などの自主活動を支援しています。

校区自治会からの共同募金総額　15,068,559円
 　　　赤 い 羽 根 募 金　8,525,860円
 　　　歳末たすけあい募金　6,542,699円

⎛
⎝
内
訳

赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました

駆け抜けるランナーをおもてなし
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北
九
州
市
表
彰

◆
社
会
福
祉
功
労

　
伊
嶌
　
正
行
【
足
立
校
区
】

　
畑
間
　
新
一
【
到
津
校
区
】

　
髙
橋
　
清
春
【
泉
台
校
区
】

　
森
本
　
　
健
【
泉
台
校
区
】

　
田
中
　
臺
善
【
霧
丘
校
区
】

　
太
田
　
克
己
【
霧
丘
校
区
】

　
加
来
　
圭
二
【
清
水
校
区
】

　
山
田
　
美
壽
【
清
水
校
区
】

　
荻
野
三
枝
子
【
清
水
校
区
】

　
荒
木
　
正
弘
【
小
倉
中
央
校
区
米
町
】

　
藤
川
　
誠
一
【
小
倉
中
央
校
区
米
町
】

　
川
端
　
康
司
【
小
倉
中
央
校
区
堺
町
】

内
田
　
　
完
【
小
倉
中
央
校
区
天
神
島
】

前
野
　
宗
則
【
桜
丘
校
区
】

野
地
　
利
幸
【
三
郎
丸
校
区
】

井
上
　
利
克
【
三
郎
丸
校
区
】

羽
立
　
正
信
【
三
郎
丸
校
区
】

木
下
　
順
雄
【
中
島
校
区
】

井
生
禮
一
郎
【
西
小
倉
校
区
】

長
岡
　
英
繼
【
西
小
倉
校
区
】

外
山
　
　
弘
【
西
小
倉
校
区
】

山
下
源
太
郎
【
西
小
倉
校
区
】

木
村
　
耕
三
【
日
明
校
区
】

麦
田
十
身
男
【
南
丘
校
区
】

全
国
衛
生
組
織
連
合
会
長
表
彰

◆
地
区
衛
生
組
織
活
動
功
労
者

　
　
環
境
衛
生
活
動
の
功
績
を
た
た
え
ら

　
れ
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。《
敬
称
略
》

　
井
生
　
猛
志
【
日
明
校
区
連
合
会
長
】

　
二
月
十
日
（
月
）
市
政
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
「
北
九

州
市
表
彰
」
の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。
当
連
合
会
か
ら
次
の
方
々
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。《
敬
称
略
》

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※3月20日（木）東京都大手町
　サンケイプラザにて表彰

リ
ー
ダ
ー
研
修
に
参
加
し
て

　
　
南
小
倉
校
区
自
治
連
合
会

会
長
　
福
山
利
美

　
平
成
26
年
２
月
28
日
（
金
）
福
岡

赤
十
字
病
院
・
ふ
く
や
明
太
子
工
場

へ
小
倉
北
区
自
治
連
合
会
役
員
・
日

赤
奉
仕
団
合
同
で
の
リ
ー
ダ
ー
研
修

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
最
初
の
研
修
先
は
福
岡
赤
十
字
病

院
で
、
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
機

能
強
化
・
救
急
医
療
の
充
実
・
外
来

部
門
の
高
機
能
化
な
ど
を
基
本
方
針

の
も
と
に
、
病
床
数
５
１
１
・
診
療

科
数
35
療
科
で
、
平
成
25
年
４
月
に

新
生
福
岡
赤
十
字
病
院
と
し
て
ス
タ

ー
ト
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
講
話
で
は
、
ス
イ
ス
人
の
ア
ン
リ

ー
・
デ
ュ
ナ
ン
が
戦
争
の
惨
状
に
衝

撃
を
受
け
、
国
際
的
な
救
護
団
体
の

創
設
を
呼
び
掛
け
出
来
た
の
が
赤
十

字
の
お
こ
り
で
、
そ
の
ア
ン
リ
ー
・

デ
ュ
ナ
ン
に
共
鳴
し
た
佐
野
常
民
・

大
給
恒
の
２
人
が
救
護
団
体
「
博
愛

社
」
を
お
こ
し
、
敵
味
方
な
く
傷
病

兵
救
護
に
あ
た
っ
た
の
が
日
本
赤
十

字
社
の
は
じ
ま
り
と
聞
き
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
救
護
体
制
の
現
況
・
救
援

物
資
備
蓄
の
状
況
等
の
説
明
の
後
、

別
棟
に
移
動
し
て
救
護
車
両
・
医
療

車
両
や
、
救
援
物
資
の
数
々
を
見
学

し
ま
し
た
。
今
後
も
増
え
る
災
害

に
対
し
、
日
本
赤
十
字
社
の
活
動

が
円
滑
に
行
え
る
様
、
地
域
で
の

協
力
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
午
後
は
ふ
く
や
明
太
子
工
場
へ

移
動
し
、
明
太
子
が
出
来
上
が
る

ま
で
の
工
程
を
説
明
を
受
け
な
が

ら
見
学
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
原
材

料
を
選
別
し
、
漬
け
込
み
作
業
・

パ
ッ
ク
詰
め
作
業
・
梱
包
作
業
と

衛
生
設
備
環
境
設
備
の
整
っ
た
工

場
で
生
産
さ
れ
る
製
品
は
安
全
で

安
心
し
て
い
た
だ
け
る
事
を
認
識

し
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
修
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
奉
仕
活
動
・
相
互
の
助
け

合
い
・
環
境
衛
生
・
食
の
安
心
安

全
等
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
大
変

有
意
義
な
リ
ー
ダ
ー
研
修
で
し

た
。

福岡赤十字病院で救援物資備蓄について職員の説明を聞く


